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ははじじめめにに  

  

動物を飼うことは素晴らしいことです。動物たちとともに暮らし、

ふれあうことで、心の豊かさやうるおい、やすらぎを得ることがで

きます。命の大切さ、尊さを感じることができます。なにものにも

かえられない、すばらしい思い出を得ることができます。 

しかし動物を飼うということには、同時に飼い主としての責任と

義務が伴います。無責任な飼い方は、周囲の迷惑になるだけでなく、

動物たちも不幸にしてしまいます。 

また、動物が苦手な人がいることを忘れてはいけません。好きな

人にとってはたわいもないことが、苦手な人にとっては許せない事

柄となってしまいます。飼うときには、万が一あなたの犬や猫が他

人に迷惑をかけたときには責任をとる、という自覚も持たなければ

なりません。 

一人ひとりが正しい飼い方をして、動物を飼うことに対する周囲

の理解と協力を深めることは、動物とともに楽しく暮らせる社会づ

くりの 礎
いしずえ

となります。人と動物とが共生する潤いのある社会をと

もにめざしましょう。  

和和歌歌山山県県動動物物愛愛護護セセンンタターー  
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①①  犬犬をを登登録録しし、、毎毎年年狂狂犬犬病病予予防防注注射射ををううけけるる（（市市町町村村役役場場へへ））  

 生後 91 日以上の犬は、かならず登録と年 1 回の

狂犬病予防注射をしなければなりません。 

 犬を飼い始めてから30日以内に登録を申請して

ください。 

 犬鑑札と狂犬病予防注射済票は、必ず犬につけて

ください。もし犬が迷子になってしまった場合、

これらをつけていると飼い主が分かり、家に帰り

やすくなります。 

  
②②  犬犬のの放放しし飼飼いいははししなないい  

 犬の咬傷事件のほとんどが、放し飼いにされた

飼い犬によるものです。 

 他人の庭や畑を荒らしたり、野良犬が集まって

くる原因になります。 

 散歩する代わりに放し、そのまま帰ってこない

ことも多くあります。 

  
③③  人人のの迷迷惑惑ににななららなないいよよううにに愛愛情情とと責責任任ををももっってて飼飼うう。。  

 犬の習性や生理を理解し、近所迷惑にならないよ 

うに、気を配らなければなりません。 

 犬を制御できるように、きちんとしつけましょう。 

 終生飼育することは、飼い主の義務です。   

 万が一、近所の迷惑になってしまったとしても、

絶対に犬を飼うことをあきらめないでください。

どうしても飼えなくなってしまったら、新しい飼

い主を全力で探しましょう。それでも見つからな

かった場合は最寄りの保健所に相談してください。 

犬犬をを飼飼うう方方へへ  ここれれだだけけはは守守りりままししょょうう  

3



 4

 
 

今日はたくさんの人に出会った

ため、犬はとても疲れています。

車に揺られると、酔うこともあり

ます。 

家についたら、一休みしてエサを

あげます。 

しばらくは静かに休ませておい

てください。 

近日中に、かならず動物病院で健康診断をしてもらいましょう。 

譲譲りり受受けけたた日日にに注注意意すするるこことと  

初めての夜はさみしがって、よく

鳴くことがありますが、しかった

りせず、やさしく声をかけてあげ

ましょう。 
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犬が好きな人がいる一方で、苦手な人もいます。あなたにとってはちょっと

した犬のいたずらと感じられることでも、苦手な人にとっては許すことので

きない重大な事件と考えられることがあります。苦手な方にも理解され、迷

惑のかからないように飼うという気配りが必要です。 

 
 

鑑鑑札札とと注注射射済済票票はは必必ずず犬犬ににつつけけるる・・

ママイイククロロチチッッププ※※をを装装着着すするる  

無無駄駄吠吠ええををななくくすす  
吠えたらしかるのではなく、吠えてしま

う原因を取り除くことから始めましょう 

放放しし飼飼いいににししなないい  
犬の咬傷事件のほとんどが放し飼い

によるものです 

散散歩歩中中ににししたたフフンンはは必必ずず持持ちち

帰帰るる  

犬犬のの周周りりをを常常にに清清潔潔ににすするる

犬犬のの飼飼いい方方  

場場所所とと時時間間をを考考ええてて毛毛がが飛飛びび

散散ららなないいよよううににブブララッッシシンンググ

すするる  

※※ママイイククロロチチッッププ：：犬犬猫猫のの皮皮下下へへ埋埋めめ込込むむカカププセセルルでで、、飼飼いい主主のの情情報報をを登登録録ししてておおくくとと、、迷迷子子ににななっってて

もも飼飼いい主主ののももととへへ帰帰れれるる。。一一度度装装着着すするるとと外外れれ落落ちちるる心心配配がが少少なないい。。  
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毎日、健康状態をチェックして、異常が見られたらすぐに動物病院で診てもらうようにし

ましょう。また定期的に健康診断をしてもらいましょう。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         食べる量、速さなど 

 

 

色つや、抜け具合 

脱毛など 

耳アカ・臭いなど 

目やに 

流涙など 

鼻水など 

よだれ 

口内炎 

など 

発しん、ノミ 

ダニなど 

耳 

健健康康管管理理  

鼻 

皮 膚 

 
おおななかかのの張張りり具具合合  

ややせせすすぎぎ・・太太りりすすぎぎ  

体全体 

目

口

食 欲 便

毛 

硬さ、色、回数

血の混じり 

など 
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 犬も人同様に様々な病気にかかります。そのなかでも感染症は、発病したら

治療は難しく、また他の犬の命をも奪うのです。できるだけ長生きさせるた

めにも、あなたの大切な家族を感染症から守ってあげてください。 

普段と違うと気づいたら、すぐ動物病院へ行ってください。 

病病名名  原原因因  ううつつりりかかたた  症症状状  病病気気のの経経過過  人人へへ 予予防防
犬犬 ジジ スス

テテ ンン パパ

ーー  

犬ジステン

パーウイル

ス 

感染力が大変強い。感

染している犬からだけ

でなく食器、人の衣服

を介して間接的にもう

つる。 

高熱、目やに、鼻水が

出る。元気、食欲がな

くなり嘔吐や下痢を

する。ふるえ、激しい

けいれんをおこす。 

神 経 症 状 を

起こす。死亡

率 は 非 常 に

高い。 

う
つ
ら
な
い ワ

ク
チ
ン
接
種 

犬犬 伝伝 染染

性性肝肝炎炎  

犬アデノウ

イルス１型 

ジステンパーとほぼ同

じ。感染している犬の

尿からもうつる。 

元気がなくなり、嘔

吐、下痢をする。回復

期には目が濁ること

がある。 

一 晩 で 死 亡

するもの、症

状 が 重 い も

の 、 軽 い も

の、症状を示

さ な い も の

がある。子犬

の 死 亡 率 は

高い。 

ケケ ンン ネネ

ルルココフフ  

犬パライン

フルエンザ

ウイルス・

犬アデノウ

イルス２型

など。 

伝搬率は非常に高い。

感染している犬との接

触、咳、くしゃみなど

の飛沫からうつる。い

ろいろな所から犬が集

まる場所ではとくに発

生が多い。 

はげしい咳、鼻水、気

管支炎、肺炎を起こ

す。 

い ろ い ろ な

病 原 体 が 混

合 感 染 す る

と 症 状 が 重

くなる。死亡

す る も の も

ある。 

犬犬 パパ ルル

ボボ ウウ イイ

ルル スス 感感

染染症症  

 

犬パルボウ

イルス 

非常に伝染性が強い。

感染犬の糞便、糞便に

汚染された食器や人の

手、衣服からうつる。

嘔吐や下痢（粘血便、

血便）が起こる。子犬

ではまれに心不全で

突然死する事もある。

子 犬 で は と

く に 症 状 が

重篤で、死亡

す る も の が

非常に多い。 

レレ ププ トト

スス ピピ ララ

症症  

レプトスピ

ラ菌 

汚染した下水、沼、田

の水を飲む、泥を触る、

感染した犬の尿などか

らうつる。ネズミがこ

の菌を運ぶ。 

元気、食欲がなくな

り、嘔吐、血便をする。

口臭がする。黄疸がで

る。 

手 当 が 遅 れ

る と 尿 毒 症

を 起 こ し て

死亡する。 

う
つ
る
こ
と
も
あ
る

フフ ィィ ララ

リリアア症症  

犬糸状虫 蚊に刺されて子虫（ミ

クロフィラリア）がう

つる。ミクロフィラリ

アが成長し心臓に寄生

する。 

咳をする。激しい運動

をすると倒れる。体重

が減少し、元気、食欲

がなくなる。腹水、胸

水がたまる。 

心 臓 の 機 能

が低下し、次

第 に 衰 弱 し

て死亡する。 

う
つ
る
こ
と
も
あ
る 

（
心
臓
寄
生
は
な
い
） 

予
防
薬
の
投
与 

犬犬のの感感染染症症  
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＊＊ワワククチチンン接接種種ににつついいてて知知っってておおききたたいいポポイインントト＊＊  

 ワクチンは、感染症から体を守るのに必要な「免疫」と呼ばれる抵抗力

をつけるために用いられます。 

 

 生まれたばかりの子犬は、自分で免疫力をつけることができないので、

母犬のお乳から免疫をもらいますが、それも生後２か月頃までになくな

ります。確実に免疫力をつけるためには、生後２か月以降に、2～3 回

ワクチンを接種する必要があります。 
 

 ワクチンでできた免疫は一生続くものではないので、成犬になっても年

に１回はワクチンを接種する必要があります。 

 

＊＊フフィィララリリアア症症ににつついいてて＊＊  
犬フィラリア症は、「犬糸状虫」という、そうめん状の寄生虫が、犬の心臓

に寄生して、血のめぐりを悪くしてしまう病気です。 

蚊に吸血されたときに子虫（ミクロフィラリア）が犬の体内に入ることで

感染します。ミクロフィラリアは、血管に入り約６ヶ月で成虫になり、心臓

に寄生してミクロフィラリアを産むようになります。 

ミクロフィラリアは、犬の体中をめぐり、心臓に戻ってきて寄生します。

蚊に吸血されると、他の犬へ感染します。 

一度成虫が心臓に寄生してしまうと、治療が難しいだけでなく、症状がさ

らに悪化していきます。 

フィラリア症の予防薬は、血管に入るミクロフィラリアを退治します。あ

らかじめ血管内にミクロフィラリアがあるかどうか動物病院で検査して、蚊

の発生する時期には、獣医師の指示に従って、きちんと薬をあげましょう。 

9
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①① 室室内内飼飼育育  

 猫を屋外に出すと、交通事故、けんか、感染症

にかかるなど、危険がいっぱいです。 

 猫の放し飼いによる苦情が多いです。 

 庭や畑を荒らしたり、他の人に迷惑をかけてし

まうこともあります。 

 猫の習性や生理を理解し、近所迷惑にならない

ようにしましょう。 

 

②② 避避妊妊・・去去勢勢手手術術  

 猫はとても繁殖能力の高い動物です。 

（1 年で 1 組が 38 匹に！） 

 室内飼育していても、万が一脱走して妊娠してくる

（させてくる）ことがあります。 

 避妊・去勢手術をすることで、脱走やけんか、生殖

器などの腫瘍の予防にもなります。 

 

③③ 迷迷子子札札、、ママイイククロロチチッッププをを付付けけままししょょうう  

 飼い主が誰かわかるように、首輪、迷子札をつけ、

マイクロチップ※※を装着するよう努めましょう。 

 室内飼育をしていても、災害時などには不意に脱

走してしまうことがあります。 

 もしもの時に飼い主さんのところに帰ってこら

れるように、迷子札には必ず飼い主の名前と電話

番号を書いておきましょう。 

猫猫をを飼飼うう方方へへ  ここれれだだけけはは守守りりままししょょうう  

※※ママイイククロロチチッッププ：：犬犬猫猫のの皮皮下下へへ埋埋めめ込込むむカカププセセルルでで、、飼飼いい主主のの情情報報をを登登録録ししてておおくくとと、、迷迷子子ににななっってて

もも飼飼いい主主ののももととへへ帰帰れれるる。。一一度度装装着着すするるとと外外れれ落落ちちるる心心配配がが少少なないい。。  
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猫は、環境がかわると、落ち着くまでに

時間がかかります。しばらく鳴き続ける

こともありますが、叱ったりせず、しば

らく自由にさせてください。 
 

 
 
 

 
 

グルーミング（毛づくろい）をはじめ

たら、安心した合図です。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
猫用のベッドで休み始めたら、静かに休

ませておいてあげます。無理に遊ばない

ようにしてください。 
 
 
 
 

近日中に、かならず動物病院で健康診断をしてもらいましょう。 

譲譲りり受受けけたた日日にに注注意意すするるこことと  

11



12 

 
 
 
 

猫猫をを室室内内でで飼飼ううたためめにに必必要要ななこことと  

 
 
 
 
 

食事      トイレ      安心できる寝床   病気の予防 

 
 
 
 
 

遊び相手       つめとぎ    上下に移動できる空間 

 

 

外外にに出出ししてて放放しし飼飼いいすするるとと・・・・・・  

 
 
 
 
 
 

交通事故にあう          他人の庭や畑を荒らす 

 
 
 
 
 
 

病気をうつされる   けんかをする   妊娠してくる（させてくる） 

猫猫のの飼飼いい方方  
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１３ 
 

 
 

主主食食ににはは「「総総合合栄栄養養食食」」ををああげげままししょょうう  

 「総合栄養食」には必要な栄養素がすべて

含まれています。体重を量り、袋に表示され

ている１日量と回数を目安にして食欲、便の

状態などをみながら調節しましょう。 
 

いいつつもも清清潔潔にに  

 水はきれいなものをあげ、  「一般食」「おやつ」 これだけでは 

 食べ残しは捨てましょう   「間食」「スナック」 栄養が偏ります 

 

 

ネネギギ、、タタママネネギギ  

ネギ中毒になり、貧血を 

起こす 

鳥鳥のの骨骨、、タタイイのの骨骨

とがった部分で、

胃腸を傷つける 

エエビビ、、イイカカ（（すするるめめ））、、タタココ、、  

貝貝類類、、油油のの多多いい魚魚  

消化不良を起こす 

ヒヒトトがが食食べべてていいるるももののとと同同じじもものの  

動物にとっては味が濃すぎて体に

良くない 

ああげげててははいいけけなないいもものの  

チチョョココレレーートト、、カカカカオオ

中毒になり、万一は命

にかかわる 

キキシシリリトトーールル  

中毒になり、低血糖、

肝障害を起こす 

エエササののああげげ方方  
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毎日、健康状態をチェックして、異常が見られたらすぐに動物病院で診ても

らうようにしましょう。また定期的に健康診断をしてもらいましょう。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         食べる量、速さなど 

 
 
 

色つや、抜け具合 

脱毛など 

耳アカなど 

目やに 

流涙など 

鼻水など 

よだれ 

口内炎 

など 

発しん、ノミ 

ダニなど 

耳 

健健康康管管理理  

鼻 

皮 膚 

 
おおななかかのの張張りり具具合合  

ややせせすすぎぎ・・太太りりすすぎぎ  

体全体 

目

口

食 欲 便

毛 

硬さ、色、回数

血の混じり 

など 

14



 15

 
 

猫も人や犬とおなじように様々な病気にかかり、とくに感染症は命に関わります。家の外 

で放し飼いをしている猫は、外でどのような猫と接触しているか把握できないので、おそ 

ろしい感染症にかかってしまうおそれがあります。少しでも長生きできるように、あなた 

の家族を感染症から守ってあげてください。 

普段と違うと気づいたら、すぐ動物病院へ行ってください。 

病病名名  原原因因  ううつつりりかかたた  症症状状  予予防防
猫ウィルス性鼻気

管炎 

猫 ヘ ル ペ ス

ウイルス 

発症した猫との

接触や、くしゃみ

などの飛沫から

うつる。 

発熱、鼻水、くしゃみ、涙、目や

に、結膜炎。放っておくと肺炎を

引き起こし死亡することもある。

回復後も免疫力の低下により再

発することがある。 

ワクチン

接種 

猫カリシウイルス

感染症 

猫 カ リ シ ウ

イルス 

猫ウイルス性鼻気管炎と似てい

る。舌や口腔内に潰瘍ができた

り、関節炎を起こす場合もある。 

猫汎白血球減少症 猫 パ ル ボ ウ

イルス 

発症した猫の糞

便、汚染された食

器や人の手を介

してうつる。 

白血球が極端に少なくなる。高

熱、嘔吐、時に下痢、脱水症状。

体力のない子猫は１日で死亡す

ることもある。 

猫白血病ウイルス

感染症 

猫白血病ウイ

ルス(FeLV) 

感染した猫との

接触や、出産時に

母親からうつる。

白血病や貧血などの血液の病気

や、腫瘍になることもある。 

猫後天性免疫不全

症候群 

猫免疫不全ウ

イルス(FIV) 

感染した猫との

接触、ケンカによ

る咬み傷、交尾な

どでうつる。 

免疫力が低下し、他のウイルスや

細菌に感染しやすくなる。口内炎

の症状がみられることが多い。 

一部の型

にワクチ

ンあり 

猫伝染性腹膜炎 猫 コ ロ ナ ウ

イルス 

感染した猫との

接触でうつる。 

腹水がたまったり、神経症状を起

こす。 

ワクチン

はない 

 

＊＊ワワククチチンン接接種種ののポポイインントト  
 生まれたばかりの子猫は、自分で免疫力をつけることができないので、

母猫のお乳から免疫をもらいますが、それも生後２か月頃までになくな

ります。確実に免疫力をつけるためには、生後２か月以降に、2～3 回ワ

クチンを接種する必要があります。 

 ワクチンでできた免疫は一生続くものではないので、成猫になっても年

に１回は接種する必要があります。 
 

＊＊ワワククチチンンでで予予防防ででききなないい感感染染症症のの予予防防ににつついいてて  
すでに感染している猫と接触しないようにするしかありません。外に出さ

ないこと、１匹で飼うこと、避妊・去勢手術をすることなどは有効です。 

感染してしまった場合、すぐ動物病院へ連れて行って、治療しましょう。

家の中だけで飼って他の病気にかからないようにすること、猫にとってスト

レスのない環境にしましょう。 

猫猫のの感感染染症症  
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メス犬は年に１～２回、メス猫は春と秋の年２回発情します。オスは、発情しているメ

スのにおいをかいで発情します。 

発情している時期は部屋の中に入れておくという方もいますが、動物たちは飼い主の目

をかいくぐって外に出てしまうことが多く、発情期に交尾をすると、かならず妊娠し、１

回の出産で複数のこどもが産まれてしまいます。特に、猫は繁殖能力が高く、多頭飼育に

よる飼育崩壊につながる危険性が高くなります。 

新しい飼い主が見つからない場合、不幸な子犬、子猫が増えてしまうことになります。

そのような命をつくらないために、避妊・去勢手術をうけさせましょう。 

また避妊・去勢手術は、繁殖防止以外に健康面、行動面、性格面でプラスの効果があり

ます。 

 
 オオ  スス  メメ  スス  

健康面 
・前立腺の病気の予防 

・肛門周辺の腫瘍の予防 

・望まない妊娠を防ぐ 

・子宮蓄膿症、卵巣のう腫などの予防 

行動面 

性格面 

・性格が穏やかになり、けんかが少なくなる 

・発情しているメスがいても外に出たがらなく

なる 

・尿を壁などへのマーキングが減る（猫） 

・幼い性格が維持され管理しやすい 

・発情期の甲高い声、落ち着きがなくなるなど

の困った行動が無くなる（猫） 

その他 

 
・発情時の出血により部屋が汚れることがなく

なる（犬） 

 

＊避避妊妊・・去去勢勢手手術術のの時時期期＊ 

犬も猫も、最初の発情がくる前に避妊・去勢手術を受けさせるのがよいといわれていま

す。犬では、オスで生後９ヶ月、メスで生後７ヶ月、猫では生後６～８ヶ月には最初の発

情がきます。それまでに手術を受けさせましょう。 

 

避避妊妊・・去去勢勢手手術術ににつついいてて  
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「「狂狂犬犬病病予予防防法法」」  

1 犬を飼い始めたら、その日から（子犬の場合は生後 90 日を経過してから）30 日以内

に市町村役場へ登録を申請すること 

2 毎年１回、狂犬病予防注射を接種させること 

3 鑑札と注射済票を必ず犬につけておくこと 

4 犬が死亡した時や、犬の所在地、所有者の住所など登録内容が変わった時は、市町村 

役場に届け出ること 

「「動動物物のの愛愛護護及及びび管管理理にに関関すするる法法律律」」  
1 動物がその命を終えるまで、適切に飼うよう努めること（終生飼養の義務） 

2 動物の習性に応じて適正に飼い、人や財産に害を与えないよう、生活環境を損なわな

いよう、人に迷惑をかけないように努めること 

3 みだりに繁殖しないように、避妊・去勢手術等を行うよう努めること 

４ できるかぎり、マイクロチップ装着に努めること 

５ マイクロチップ装着した犬猫を飼い始めたら、環境省への情報登録は義務です 

６ 動物を殺したり、傷つけたり、苦しめたりしないこと（罰則引き上げ） 

７ 飼えなくなった動物を捨てるのは、犯罪です（罰則引き上げ） 

８ 生後５６日未満の犬猫の販売・展示の禁止（罰則引き上げ） 

   

「「和和歌歌山山県県動動物物のの愛愛護護及及びび管管理理にに関関すするる条条例例」」  
1 動物の健康管理や病気の予防を行うこと 

2 離乳前の動物を譲渡しないこと 

3 動物が公共の施設や他人の物を汚したり壊したりしないようにすること 

4 動物の鳴き声や臭いで他人に迷惑をかけないこと 

ささららにに・・・・・・  

＊＊犬犬のの飼飼いい主主はは  
1 他人に害を与えないように、しっかりつなぐか囲って飼うこと 

2 公共の場所でしたフンの後始末をすること 

3 しつけを行うこと 

4 飼い犬の表示をすること（迷子札・鑑札・マイクロチップ） 

 

＊＊猫猫のの飼飼いい主主はは  
１ 飼い犬の表示をすること（迷子札・鑑札・マイクロチップ） 

２ 他人が管理する場所でしたフンの後始末をすること 

３ 生活環境を損なわないように屋内で飼うこと 

動動物物にに関関すするる主主なな法法律律  
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犬猫が迷子になったり、災害などで行方不明になったとき、マイクロチップを装着してい

れば飼い主のもとへ帰ることができます。 

マイクロチップには、15 桁の数字が記録されており、専用リーダーで読み取り、データ

ベースに登録されている飼い主の情報と照合することで飼い主の連絡先がわかります。（動

物病院などで装着できます。） 

＊犬猫の飼い主は、マイクロチップ装着するよう努めることが法令で規定されました。 

＊マイクロチップを装着した犬猫は、必ず情報を登録する義務があります。 

不幸なペットをなくすため、マイクロチップを装着しましょう。 

 

メモ 

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

                           

犬犬猫猫ののママイイククロロチチッッププ義義務務化化  
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正しい飼い方 

～動物と楽しく暮らすために～ 

和歌山県動物愛護センター 

〒640-1251 和歌山県海草郡紀美野町国木原 372 

TEL 073-489-6500 

FAX 073-489-6504 


